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＜論 説＞
観光の島：沖縄本島と済州島の水問題































































































































































































24 商 経 論 叢 第５２巻第３号（２０１７．３）
ていった。北部は，どちらかというと山や森林が生い茂っている。そのため，中南部では人が住
みやすく，北部では，亜熱帯地帯で自然豊かで水にも恵まれており，ダムの建設がしやすかっ
た。一方，済州島は，島全体が火山の爆発，溶岩の流出によってできた地層で，水を地下に浸透
させ，ろ過し，湧水として，帯水層として，水を活用できた。両者とも，自然の特徴を生かし
て，水確保を行ったといえる。
現在，両島とも水需給を満たしているように見える。しかし観光の振興に伴い，水不足や水汚
染などが発生する可能性は大きい。観光振興・経済開発は魅力的な自然環境を破壊し，深刻な水
問題を起こすかもしれない。長期的にみると地球温暖化や気候変動も影響を及ぼすかもしれな
い。今後，こうした懸念や課題を考慮した対策が求められる。
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